
推進会議の体制（案）とモデル地区での検討状況

全 体 会

活 動 組 織

活動組織について
推進会議と活動組織を分けて、活動しやすい組織
（機動的な活動、負担感の少ない組織）にする。
→現在どんな形の組織が活動しやすいか、モデル
地区で検討しています。

推 進 会 議
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【推進会議の体制（案）】

役員会(仮)

【モデル地区での検討状況】
（活動組織）

全体会………推進会議に関する事項の決定(参加者選定等)
地域情報の共有及び意見交換
地域課題に対する検討

役員会(仮)…全体会運営のための調整・管理

決定・報告
共有・検討

調整・管理

★詳細は、第3回で説明します。



活動組織の例（パターン） （案）

パターンA パターンB

現在の部会を中心に活動組織を
作り、プロジェクトを進める

メリット
 役割がはっきりとが分かれている。
デメリット
 組織のルール（会則）が３つ必要。
 組織ごとに代表が必要。
 柔軟な活動がしにくいかも。

一つの組織内でグループ(役割分け)を
作り、プロジェクトを進める
※現状の組織に近い

メリット
 緩やかながら役割が分かれている。
 組織のルール（会則）は１つでいい。
デメリット
 一部の人に負担が寄りがちになる可能性。
 イベントを行う際の仕切りが大変そう。

プロジェクトごとに中心となる人
(コアメンバー≒担当者)を決め、
組織内外から参加者･協力者を集い
プロジェクトを進める

メリット
 機動的な活動がしやすい。
 活動に参加するときの負担感が少ない？
 組織のルール（会則）は１つでいい。
デメリット
 やる気次第で活動が減っていく可能性？
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イベント・活動
＝プロジェクト

パターンC

イベント・活動
＝プロジェクト

イベント・活動
＝プロジェクト

緩いグループ



プロジェクト企画・検討チーム(仮) 【常設】
プロジェクトごとのコアメンバーと調整し、
企画の内容検討や調整を行い、企画を推進する。

イベント・活動ごとのコアメンバー 【随時】
プロジェクト企画・検討チームと相談しながら、
適宜他のメンバーに連絡し、プロジェクトを推
進する。

活動組織のメンバー 【随時】
イベント・活動に積極的に参加し、特にコア
メンバーからの要請を受けプロジェクトを
運営する。
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活動組織のイメージ図（案）

イベント・活動
＝プロジェクト

プロジェクト
企画・検討
チーム(仮)


